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第一章 教育の目的及び理念

（教育の目的）
第一条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を

備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。

（教育の目標）
第二条 教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよう

行われるものとする。
一 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、
健やかな身体を養うこと。
二 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、
職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。
三 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。
四 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。
五 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

①教育基本法

第二章 教育の実施に関する基本

（教育振興基本計画）
第十七条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関す
る施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、
これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。
２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育
の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。

１



２

道では、教育委員会など関係機関と一
体となり、「チャレンジで夢を叶える」
「ふるさとを誇り、自ら動く」「個性や
違いを力にかえる」ことを視点に、求め
られる人間像を掲げ、人格の形成や、幅
広い知識と教養の修得等により、社会情
勢の大きな変化に適応し、道民一人ひと
りが新たな時代を生き抜いていけるよう、
教育・人づくりに取り組みます。

誰もが生まれ育った環境に左右されず、
幼児期から安心して質の高い教育を受け、
生涯にわたって学び続けることができる
環境を整え、夢や希望へのチャレンジを
応援する北海道づくりを進めます。

②北海道総合教育大綱（2020.4～）



第１章 計画の策定について

策 定 趣 旨：本道の教育課題の解決と地域創生の実現に向け、北海道が目指す教育の全体像を示す
性 格：教育基本法に基づく教育振興に関する計画、北海道における教育の特定分野別計画、

SDGs・ESDの理念に合致する計画
期 間：2023(令和５)年度～2027(令和９)年度
推 進･管 理：国、道、市町村などの行政機関、地域や保護者等全道民と連携・協働して推進。

PDCAサイクルによる評価・改善を毎年度行い、効果的・効率的な施策を展開

第２章 北海道の現状と課題

【社会情勢の変化】
人口減少社会やSociety5.0の到来、グローバル化の進展などにより、人々の価値観や生活様式、

ワークスタイルが大きく変化。子どもたちが、このような変化の激しい時代において、夢や希望を
持ち、様々な困難を乗り越え、多様な人々と協働しながら持続可能な社会の創り手として成長して
いくことができるよう、各般の施策の推進が必要。
【子どもたちや教育の現状】
○SDGs・ESDの推進により持続可能な社会の実現が必要。
○主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を活かし多様な人々との協働を促す教育や、課題
の発見・解決等に結びつける教科等横断的な教育が必要。

○専門性の高い特別支援教育や社会的・職業的自立に向けたキャリア教育、豊かな人間性を育
む道徳教育、国際理解教育の充実、体力・運動習慣の定着が必要。

○ICTを効果的に活用した教育や、資質能力を備えた教員の確保・働き方改革の推進が必要。
○学校を核とする地域づくりや生涯にわたる学びの場の充実、自然災害や交通事故に対する危
機対応能力を身に付けることが必要。

③北海道教育推進計画
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第３章 北海道が目指す教育の基本理念

自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、
自立の精神にあふれ、自らの夢に挑戦し、実現していく人を育む

自立

北海道の豊かな自然、独自の歴史や文化への理解を深めながら、社会の変化に対応
し、生涯にわたって生き抜く力を身に付け、自立の精神にあふれ、自分の良さや可能
性を見いだし、夢や目標の実現に向けて挑戦しながら、北海道はもとより国内外で活
躍する人を育みます。

ふるさとへの誇りと愛着を持ち、
これからの社会に貢献し、共に支え合う人を育む

共生

生まれ育ったふるさとへの誇りと愛着を持ち、よりよい社会の実現に貢献しようと
する主体性と責任感、規範意識などの倫理観、人間尊重の精神や思いやりの心を持っ
て、お互いを尊重し、共に支え合いながら、持続可能な地域づくりを支える人を学
校・家庭・地域との連携の下、社会総掛かりで育みます。

③北海道教育推進計画
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第４章 施策 ～３つの柱に22の施策項目を設定し、10年後を見据えた

施策の方向性に向かって個別･具体の取組を推進～

① SDGs・ESDの推進
② 幼児教育の充実
③ 新しい時代に必要となる資質・能力

の育成（小・中学校）
④ 新しい時代に必要となる資質・能力

の育成（高校）
⑤ 特別支援教育の推進
⑥ STEAM教育の推進
⑦ キャリア教育の充実
⑧ 体力・運動能力の向上
⑨ 健康教育・食育の充実
⑩ 道徳教育の充実
⑪ ふるさと教育の充実
⑫ グローバル人材の育成

＜施策の柱１＞
子どもたち一人一人の可能性を
引き出す教育の推進

＜施策の柱２＞
学びの機会を保障し質を高める環境の
確立

⑬ ICTの活用推進
⑭ いじめ防止の取組の充実
⑮ 不登校児童生徒への支援の充実
⑯ 教員の養成・採用・研修の一体的な

改革の推進
⑰ 働き方改革の推進
⑱ 学びのセーフティネットの構築

＜施策の柱３＞
地域と歩む持続可能な教育の実現

⑲ 地域と学校の連携・協働の推進
⑳ 生涯学習・社会教育の振興
㉑ 安全・安心な教育環境の構築
㉒ 芸術文化活動の推進

③北海道教育推進計画
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④北海道の人口動向
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北海道の人口動向(1920～2020年)

（出典）北海道「北海道人口ビジョン（改訂版）」(令和２年)

人口の将来の見通し(2015～2100年)

市町村の人口推移

（出典）北海道「北海道人口ビジョン（改訂版）」(令和２年)

④北海道の人口動向

○本道の総人口は、1997(平成９)年の約570万人をピークに、2020(令和２)年では約523万人となり、全国を上回るス
ピードで減少が進んでいる。

○とりわけ年少人口の減少は、地域の維持や発展、ひいては本道の将来を考える上で極めて憂慮すべき課題であり、
「人材育成」から「人財育成」へと転換していくことが求められている。



校 種 学校数（校） 児童生徒（人）

小学校 966 227,372         

中学校 573 120,587

義務教育学校 20 2,757

高等学校 272 112,146

中等教育学校 2 1,375

特別支援学校 74 6,017

合 計 1,907 470,254

（R4.5.1現在）

5.4％
全国に占める割合

（※公立・国立・私立の合計）

（１）学校数・児童生徒数

3.7％
全国に占める割合

⑤北海道教育の現状
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